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原著
自已のレベルと変動曲
アンリ・ワロン
竹内良知訳
まえがき
これはアンリ・ワロンの論文《Niveauet 
fluctuation du moi》の織訳である。この論文は
195呼に雑誌《L'EvolutionPsychatrique》の第
1号に発表された。ちなみに、この論文は、昨
年本誌に訳出した《Lerole de《l'Autre〉dansla
Conscience du moi》1946、のテーマを発展させ、
仕上げたものである。
自己のレペルと変動
主体の主体自身による自覚は、すなわちJeま
たはmoiという語のもとに整理されうるもの
全体は、しばしば心理学の柱石、心理学の根本
的要請とみなされてきた。それ以上遡らなくて
も、モンテーニュは、人間的認識のうちのいく
つかのものだけは各人がおのずから直接につか
むことのできる認識であると考えていた。彼は
あらゆる知の原理として、「汝自身を知れ」とい
うソクラテスの教えを採用した。その原理以外
には、いかなる確実性もない。この経験的懐疑
を方法的懐疑に変えて、意識の平面から存在論
エクジスクンス
的平面に移って、デカルトは、存在に、彼の存
在と引続いて世界の存在とに、彼自身の思淮を
確することができるという事実、「コギト・エ
ルゴ・スム」を基礎として与えた。ベルグソン
が有の本質を帰着させるのもまた主観的直観、
ペルソネル
個人的生成の直観へである。そして、最後に、
実存主義は実在的なものと、各人の経験のなか
にあるつよく感じられたものおよび自発的に
ぽ応」れたものとを同一視する。
これらの形而上学的見解の心理学への反映
オーチスム
が、個人の最初の状態とされる「自閉性」また
エゴサントリスム
は「自己中心性」であり、後になって自己を他
者のなかに投影するということによって説明さ
れる他者たちの認識である。個人的意識のこの
仮定された先位性は、子どもの最初の行動から
生じるものでも、なおまた、われわれの文明よ
りも知的に進化していない文明に結びつけられ
る諸信念から生じるものでもない。そこでは、
マクロコスム
人間は社会または宇宙という大宇宙のなかの一
9クロコスム
つの小宇宙としては現われないのである。社会
や宇宙から区別されて自分のために相対的自律
をつくることができるより前に、人間は、系統
発生においても個体発生においても、多くの識
別、概念的再編成、相互個体的交換にとりかか
らなければならない。
Jeとmoiの使用が子どもにおいて規則正し
くなるのは、やっと 3歳近くになってである(1)。
それ以前には、子どもは自分を主体として自分
が通過している状況とうまく区別できず、自分
自身を自分の名前またはしばしば三人称代名詞
を伴った自分の慣用的なあだ名によって指示し
て、他人について語るかのように自分自身につ
いて語る。それに先立つ期間をつうじて諸変化
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は、しかし、きわめて速い。
新生児にあっては、多かれ少なかれ一般化さ
れた筋肉の弛緩を伴った睡眠と、しばしば叫び
を伴う播掴性のあるいは強直性の昂奮とが代る
がわる現われる。後者は、乳を呑ませてほしい、
抱きかかえてほしい、寝つかせてほしい、姿勢
を変えてほしいという欲求とか、冷たさや着物
の濡れによってひきおこされる不快とかいった
生理的な欲求や不快に対応している。これらの
印象と、それらに付随してそれらにたいする条
件的刺戟となる他の諸印象とのあいだには、き
わめて急速に連関がうち立てられる。たとえば、
3週目から、乳を呑むための姿勢におかれるこ
とが、唇と胸との接触を喚びおこすかのように、
乳を吸う運動を喚びおこすのを見ることができ
る。他者たちの姿勢的感性のあとで、たとえば
聴覚が、つぎに視覚が条件的連合のなかに入る
ことができるようになる。
しかし、やがてそれは他の諸集団のこれら基
本的連関とかさなる。若干の人たちの、そして
第一に、すべての欲求を調達してくれる母親の
介入による諸連関が、間もなく、欲求の現前を
喚びおこす諸々の全体を形成する。
2ヶ月目または3ヶ月目から、子どもは彼を
世話していた、あるいは彼のそばにいてばかり
いた誰かが離れると、泣くことがある。あたか
アンビアンス
も子どもがその環境と一身同体であったかの
ように、その人が離れることが子どもに不足を
生ずるように見える。したがって、子どもと環
境との絆は、子どもがその欲求の充足のために
もっぱら他人に依存していればいるだけ、いっ
そう急速につよめられ、多様化されていく。子
どもの身振りや叫びがめざすのは、それらの絆
を表現することであり、周囲の人たちのなかに
対応する反応をひきおこすことである。こうし
アフエクテイーヴ
て、一種の感情的協和によって子どもと近親と
の融合がおこなわれ、この協和が情動のコン
ミュニケーティヴな性格を呼び出す。
子どもは、 6ヶ月ですでにきわめてさまざま
な情動的表現をすることができるし、その表現
の範囲は、周囲の人たちが子どもにより瀕繁な、
より多様に動機づけられた関係の機会を供給す
ればすれほど、いっそう広範である。彼の母親
は、彼が彼女から受ける多面的な世話のゆえに、
もっとも親密な彼の仲介者である。 1ヶ月目の
終り、あるいは2ヶ月目のはじめから、母と子
との相互のほほ笑みが注目されてきた。これら
最初の表情的交換は共有されて同時的に表現さ
れた或る満足の結果であるが、同時に、それは、
向いあって見られたほほ笑みのイメージとそれ
に付随する運動感覚とのあいだにうち立てられ
た連関である。それは模倣のというより、むし
ろ一方の顔の他方への相互導入である。その後
の身振りの模倣は、これら基本的結合をすでに
慣れた一つの音域として使うことができるであ
ろう。このレベルでは、視覚的諸要素と運動感
覚的諸要素との融合は、主観的なものと客観的
なものとの区別がまだ子どもの可能性を越えて
いるだけに、いっそうよく説明される。子ども
が生きる状態は、総体的であり、不可分なので
ある。
しかしながら、子どもの自己(Moi)を彼の他
人との関係のなかに解消されたものとみなす真
の感情的共生は、まもなく、一つの矛盾を蒙り、
その矛盾は 2年目のあいだも大きくなることを
止めない。諸々の状況―そこでは子どもの自
己がはじめのうちは拡散した感性の状態にしか
ない一ーは、しかしながら、二極的であって、
バルテイ
相異なっていてしばしぱ対照的な二つの組、ニ
つの役割を含む。その結果は、最初の期間には、
不一致の感情、おどろきと、ときとしては純粋
に感情的な諸発現によって表現される不快との
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感情でしかない。しかし、子どもが予見または
意図と現実的結果とのあいだのこの不均衡の源
泉に瀕るときが来る。彼は状況を、一つは能動
的、他方は受動的な二つの局面に分解する。そ
れは彼がこの発見をためして、交替遊ぴにふけ
る時期である。その遊びは子どもに、たたき、
たたかれ、遊げ、追いつき、かくれ、さがすな
ど、作為者と犠牲者という二つの役割を代わる
がわる受けもたせるものである。こうして、子
どもはついに相手、他者の人格性を発見するで
あろう。交替〔遊ぴ〕の実践が子どもに、以前
アンデイヴイ
には共同であった自分自身の感性のなかに、他
者性を認知させるのである。
7ヶ月目あるいは8ヶ月目から、諸々の状況
は対照的、相補的あるいは相似的な役割に出会
う。或る子どもは、動かずに彼を見つめている
他の子ども―この子どもは数週間年下であ
る一の前を気どって歩く。一方があらゆるイ
ニシアティヴをもち、他方は自分の身振りを一
方に従わせ、あるいは一方に二人の近くの対象
を指示するだけに甘んずる。もし年令の距りが
2ヶ月半以下であれば、相剋や競争がありうる。
3ヶ月以上であれば、年上の方の他方にたいす
る専横は全面的でありうるし、支配される方は
異議なく服従する。このレベルでは、役割はま
だ相互に交換可能ではない。役割は状況によっ
ていわば自動的に強いられ、彼らの自由選択を
こえる固定関係に応じて、それぞれの者に割り
当てられる。
2年目のあいだに、子どもたちの相互反応は、
サンドラーによってよく研究されているが、す
でにいっそう進化している。相互反応はその無
意識的動作という性格を失うが、だからといって、
ペルソネル
すでに個人的自律の感情によって動かされて
パロール
現われるわけではない。それは、歩行と言葉と
の習得が子どもを多数の依存関係または制限か
ら解放し、彼に運動空間 (espacelocomoteur) 
と、自分の意図、自分の欲求を客観的に表現す
る手段とを与える年令である。しかし、彼はま
だ、諸状況を表象するためには、それら状況に
働きかけ、状況を生きることを余儀なくされる
ままにとどまっている。彼の知能の「投影的」
段階には、彼の人格性の進化における「融即」
の段階が対応している。
1年5ヶ月目から、子どもは、遊ぴ仲間にな
るために、模倣することによってであれ、同じ
玩具の使用、あるいは同じ課題の仕上げに寄与
することによってであれ、他の子どもたちとの
接触を求める。もし泣く子を見れば、彼はその
子たちを慰め、撫でてやろうと努める。もう少
し年がすすめば、彼は仲間たちの行為に判断を
むけ、彼らとさまざまな交換にとりかかり、彼
らに問う。 3、4人で集団的な遊びが組織され
ることができ、それらの遊ぴが大人たちの活動
を反映することができるのは、 2年目の終り (1
歳10ヶ月）より以前ではない。しかし、この年
令の行動はその否定的側面をももっている。同
じ玩具のまわりで他の者たちに寄り集まるかわ
りに、子どもはその玩具を力づくで奪おうと試
みるかもしれない。泣く子を援けるかわりに、
彼は、泣くことへの動機を回顧的に与えるかの
ように、その子をたたくかもしれない。もしこ
の説明が承認できるものであるとすれば、いじ
められた子の苦しみとは反対の記号への融即ば
かりでなく、体刑執行者という相補的役割への
逆行もまたあるのであろう。最後に、この年令
の子どもは、年上の者の指示にきわめて敏感で
ある―あたかもその支えがなければ自分自
身の意図がはたらかないかのように。他人のな
かにとられるこの自己の補完者―それにた
いする欲求は 2歳の子どもに課せられる一一． 
は、 3歳のあいだに、生まれつつある自己の諸
-3 -
要素にぶつかる。子どもがいわば全面的にまき
こまれていて、全体としては混乱して知覚して
いるが、まだ自分の個人的な役割と観点をはっ
きりと恒常的には限定できない状況の時期につ
づいて、場合や状況がどうあろうとも、彼が自
分の意志を他人の意志に頑固に対立させるのが
見られるようになる時期が来る。これらの否定
主義的諸傾向に、それの意味を明確にすること
を可能にする他の諸特徴が加わる。 Ph.マル
リューによれば、 2年6ヶ月から、しかしとり
わけ3歳で、子どもはたんなる融即によってで
なく、他人そのもののために他人に関心をいだ
くことができるようになる。彼は年下の者を気
遣うであろうし、その成功をほめてやるであろ
うし、その者を保護するであろうし、彼自身が
問題であるならば、彼は一~ とも事実が
彼の理解の範囲内にあるときには一犯した
過ちの責任が自分にあることを認めるというこ
とを示すであろう。
同時に、彼が交替遊びに満足することは、は
るかに少なくなる。彼がしばしば自分自身とお
こなう二重の対話者のいる対話は消える。たと
え他人がとる立場に反対するためにすぎないと
しても、すべてのことにおいて、彼は、個人的
立場を主張しようと欲する。それは、要するに、
自分を三人称で指示するのを止めて、ときとし
ては街って、私 (Jeおよぴmoi)という代名詞
ペルソネル
を使用する時期である。彼の個人的感情を諸々.... 
の対象に拡げることによって、私のもの(mien)
が占有というきわめて明確な意味をとる。一時
的にしか使用されない、貸してもらった物と、
永久に同一の者に属する物とがある。 3歳から、
子どもは自分のためにこの区別をはたらかせよ
うと欲することができる。
まさしく自已本位的なこの時期は、およそ 3
年間、さまざまな局面を伴ってつづく。ほとん
ど挑発的と言ってよい自己主張の時期に、 4歳． 
頃、自己をきわ立たせ、自分をよく見せ、自分
自身に感心することができるようにしようとす
る心遣いがつづく。しかし、これらナルシス的
心的傾向―そこでは他人に割当てられる役
割はながめ、ほめることである一ーは、他人を
とって代るべき模範とみなさせ、模倣によって
その長所と強みをわがものにする現実的な拡大
と優位とにたいする欲求に席を譲る。これが5
歳の支配的傾向である。. . . 
意識による自己と他者との仕上げは同時的に
おこなわれる。それは結合した二つの項であっ
て、二つの項の変化は相補的であり、分化は相
互的である。ときとして、自己はもっとも主観
的な感性の凝結によって構成されており、他者
は外受容的な心像の排出によって構成されてい
ると仮定されてきた。この対置は正確ではない。． 
事実、他者は意識によって自己と同じくらい内． ． 
的実在性を賦与されており、自己は他者より外
的見かけを含んでいないとは思われない。進化
の各レベルで、いくつかの連関が、相異なる分
野のあいだで知覚の内容のなかにうち立てられ
る。疑いもなく便宜以上のこととして、運動感
覚的かつ自己受容的な自已、視覚的な自己、そ
してまた名詞的にして代名詞的な自己、カテゴ
リー的あるいは概念的な自己というものについ
て語ることができる。しかし、それらの相互依
存関係は緊密である。疑いもなく、個体発生の
あいだ、自己のこれらさまざまな側面または機
バロール
能の梯形配置があるが、言葉もまた漸次的に習
得されるものである。けれども、言葉を可能な
らしめるものは、以前に形成された諸々の視
覚•発声的統一性である。同様に、われわれは
すでに、一人の子どもと周囲の人たちとが、自
己と他者たちとのあいだの相互理解の道具であ
るが、また主体の主体自身による視覚的認知の
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ミミック
前奏でもあるものまね1の視覚的・運動感覚的統
ーをつくることを見てきた。
或る著者たち（ゲゼル、ザゾ）は、子どもが
鏡または写真のなかに自分自身の姿を認知する
のは、他の人の認知よりも著しくおくれること
を、正しく指摘してきた。ザゾの子どもは、 2
歳lヶ月になってまだ、ガラスに映った自分の
姿を兄として示したし(2)、ゲゼルは、 5歳になっ
て、鏡のなかに自分を見たとき、互いに他方と
とりちがえた双生児の姉妹のことを語ってい
る。いつまでも残るこの誤謬は、明らかに視覚
的・自己受容的綜合の欠陥のせいにすることが
できない。 1歳の半ばから、子どもは自分の手
を眼ざしで追い、 2歳のあいだ、自分の四肢と
自分の身体のほとんど全体との運動にたいして
コントロール
視覚的調整をおこなう機会は多様である。ただ
顔だけは別であって、それについてはすでに語ら
れてきた。ゲゼルの場合、問題になりうるのは、
周囲の人たちによって同一の仕方で扱われてき．．．． 
た双生児における自己と他者との非分化の永続
ペルソネル
性に因る人格的同定のおくれだけである。ザゾ
ヵ咀摘した年令にかんしていえば、それは、子
どもがやっと自分の小さな人格をはっきりした
仕方で主張しようと欲しはじめて、「私」 (Jeと
moi) 〔という代名詞〕の使用が彼にとってまも
なく慣用的になる年令と一つになる。それは正
常な共時性である。イメージに自分を認知する
ことの困難さは、疑いもなく、まだ十分相互に
統合されていない二つの空間、すなわち運動感
ペルソネル
細あるいは個人的空間と、外的空間、対象の
空間とにおいて同時に自分を知覚するという矛
盾に因る。
自分自身を示すための一人称または三人称代
名詞の使用は、子どもにあっては、すでにさま
ざまな著者たちがその重要性を指摘してきた一
つの意味をもっている。『自已本位、その条件づ
け』(Personalisme,Son conditionnement)にか
んする最近の研究において(3)、エヴァート・チ
ミエルスキー夫人は叙 (Je)また彼(It)〔とい
う代名詞〕を自分自身と向きあった、あるいは
他者たちに対している人のさまざまな心的傾向
に結びつける精緻だが恒常的な関係を、深い洞
察力をもった仕方で明確にすることができた。
この実験は、人形たちの前に坐って、その人形
のなかの一つを自発的に彼ら自身の代りとして
選び出す子どもたちを対象としている。子ども
たちは、彼らを代表するとみなされた人形に付
与された行動に注釈をつけて、とりわけ彼らの
自己の内心、それの関心、それの長所、それの
弱点、それの進歩、時間における「それの連続
性の欲求」、簡単にいえば、自己のなかにある本
質的なものをはたらかせるかどうかを、一人称
で語る。「彼」についていえば、それは、人がそ
れを外から確認できるとおりに他人に提示され
た我 (moi)である。そのため、三人称の使用は
しばしば人目をひく或るものである。「それは社
会的に見られた人である。」それはまた、一ーと
E -Ch. ・夫人は言う＿失敗を拒否し、重すぎ
るけれども、子どもの代用物に、すなわち子ど
も自身に負わすべきものと認められる責任を拒
否する仕方でもある。それは、しばしば起るの
が見られるよりももっと完全な拒否の誘い水で
ある。だから、子どもは人形とは別のところに
犯人を求める。つまり、彼は、別の言いぬけに
よって、その犯人をたとえば或る動物に同定す
るのである。
しかしながら、いくつかの例外もエヴァー
ト・チミエルスキー夫人によって指摘されてい
る。しかし、｛それらの例外も前述の解釈を支持
する。 6歳以下の子ども、すなわち、「私」 (le
Je ou le moi) 〔という代名詞〕の習得が彼にとっ
てまずはじめに何か絶対的なものをもつかのよ
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うに、主体が「私」 (leJe ou le moi) 〔という代
名詞〕において自己を認めた年令にまだ近い子
どもにあっては、三人称が自分自身を指示する
ために再ぴ現われることはけっしてない。「……
彼はまだ遊ぴのなかで虚構的に自分を二重化す
ることを知らない。彼がその遊びにおいて三人
称単数を用いはじめるのは、もっとあとになっ
て、自分を客観化できるようになるときである. 
にすぎない。」だから、三人称が自己の自覚のあ
とであらためて使用されるのは、一種のフィク
ションによってであり、この自覚が十分強固か
つ柔軟になったという条件においてである。「そ
の上、遊ぴにおける三人称の使用は男の子の方
が女の子の場合よりも著しく瀕繁である。」女の
子に特有な教育と家庭生活の習慣とにもとづく
別の諸理由に、 E• Ch夫人はつぎのようにつけ
加える。「他方、女の子は男の子よりも自分をは
るかにまじめにとる。彼女らの人格全体はそれ
ぞれの状況のなかにまきこまれている。…・・・女
の子は連帯的であり、より厳しい仕方で自分自
身に忠実である。」••…•最後に、第三の例外。「さ
らに、もし知的環境や小プルジョアジー出の男
の子たちにあって、われわれが、遊ぴにおける
この人称代名詞の使用を11歳まで、場合によっ
ては12歳6ヶ月までも確かめることができたと
しても、労慟者の家庭の9逗の男の子の場合に
は事情は同じではない。労働者家族では、われ
われは9歳以後にその使用に出会ったことはな
い。…•••ここではまだ、これらの差違は大部分
教育の次元の影響によって説明できるようにわ
れわれには思われる。労働者の子どもたちは生
活の諸現実といっそう早く接触しはじめる。彼
らはいっそう能動的に大人の生活に参加し、
いっそう早く責任を担わされ、人間間の関係に
おいていっそう早熟的に或る成熟を獲得する。」
自己を指示する代名詞は、だから、人格性が
そのもとでそれ自身を見ることができる側面の
多様性を証拠立てるさまざまなニュアンスを帯
ぴやすい。いま引用した例においては、人格性
はまだその遊戯的象徴化の段階にある。人格性
はカテゴリー的かつ概念的段階でしかそれ自身
の十分な占有に達しないであろう。すなわち、
主観的観点の優越が排他的であることを止め
て、子どもが、もはやたんに他人に対立しある
いは他人に同一化するばかりでなく、自分を他
の人たちのなかに分類することができるように
なるとき、すなわち、彼が自分の自己のなかに、
たんに「体験された」にすぎない自分の人格性
を客観的関係に表現することを彼に可能にする
ようなさまざまな質を発見することができるよ
うになるときにしか、達しないであろう。「僕に
は3人兄弟があります。ポールとエルネストと
僕です」というビネのテストにおいて、子ども
が発見すべき不条理は、主観的観点と客観的観
点との混同である。正しい言い方は、「僕たちは
3人兄弟です」あるいは「僕には2人の兄弟が
あります」でなければなるまい。第一の場合に
おいては、子どもは2人の他者と彼とに共通な
カテゴリーのもとに自分を位置づけるのであろ
う。彼は瞬間的には自分の人格的実存の肯定を
兄弟関係に還元するすべを知っているでもあろ
う。第二の言い方はいっそう間接的である。そ
れは、「僕は僕の弟の兄です」という兄弟関係の
相互性にもとづいているが、しかし、兄弟があ
ると言っている子どもを他の兄弟たちから孤立
させる。それは、その子を主体にするために客
体から引離す、あるいはむしろ、それは、その
子を暗黙のうちに同時に客体と主体とにする。
カテゴリー的段階は、たんに名詞的な段階を
越えて、自己が自分と他人との関係をきわめて
さまざまな側面のもとで、そしてきわめて多様
な組合せにしたがって表象することを可能にす
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る。それと相関的に、多形的になった他者は、
自己に、それの側から多かれ少なかれ変容され
た諸行動をひきおこしやすい反作用をおよぽす
であろう。
この転換の複雑さは年令、個体的気質および
環境に依存する。子どもが他人との関係におい
て選択をおこなうことができるのは、彼の自律
にたいする最初の欲望のときからではない。彼
の純粋に絶対的な否定主義、彼のナルシシズム、
ついで彼の模倣の素直さは、彼にきわめて貧し
い一つの他者をしか渡さない。他方、彼はまだ、
彼がそのなかで固定された位置を占め、そこか
らしばしば深い刻印、癒しがたい、つり合うも
ののない刻印をうけとる家族構造のなかにはめ
こまれている。
少くとも、彼にたいする他人のこの頑固な固
定性は、結果として、彼をして自分のために内． 
的な他者を求めさせる。以前、彼は、相反する
あるいは相補的な二つの役割を代り合い、自分
をいずれか一方と恒常的に同一視することな
く、 2人の人物で対話を保つことができた。自
色が自分を主張する日から、もはやその〔2人
の人物のうちの〕一方しかないが、第二の者が
まった＜消え失せるわけではない。それ〔第二. 
の者〕はもはや自我ではなくて他我になる。こ
れがピエール・ジャネの「ソキウス」である。
それは自己に付随し自己と同体であるが、自己
とつねに一致するとはかぎらないし、それどこ． 
ろではない自己の写しである。それは内的討論
の、まだ疑わしい決定への反論の、支柱である。
ときとして、それは解放されて、思惟のこだま
あるいは手がかり、虫のしらせ、凶兆となる。
エクセルシス
それは反省のはたらきにしっかりと結びついて
いて、それと反省との有機的基礎が相互に含み
あうように見えるほどである(4¥
Alterは他者の全体ではない。諸々の他者た
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ち、Altiもある。しかし、分離できない一対のも
のの第二の項、自己の永続的仲間、 Alterは、内
的世界と周囲の人たちの具体的世界との仲介者
または蝶番の役割を演ずる。それは打明け話の
聞き役、助言者、検閲者、そしてときとしては
スパイであって、心の内奥にとどまっているこ
ともあるし、現実の人に具現されることもある。
代わるがわる、機能的でありあるいは外的実在. 
性を授けられて、それは自己の〔何かをしよう. . . . 
とする〕軽い意欲と自己にたいする他者たちの
影響とを同時に表現する。それは一般に二人称
であり、他者たちは三人称である。しかし、そ． 
れは移動し、自已の拡張または収縮に寄与する
ことができる。
打明け話は、自己がさらされやすい変動の明
確な例である。それは誰でも知っている欲求で
ある。それは、しかしながら、秘密というそれ
が守ろうとするものを否定するという逆説的な
点をもっている。それはまた知らない人のない
一つの欲求に応える。二人の人のあいだの感情
や真率や信頼の関係がどんなに緊密であろう
と．、つねに各人のなかには何かの保留事項があ
るはずである。しばしば、重要なのは保留され
た事柄ではなくて、保留そのものである。事柄
は純粋に象徴的であるかもしれない。遊戯的な
秘密、たとえばひとが家族内であるいは友人間
で心にいだく「不意打ち」がある。それは、そ
のとき、遊びの面で、ときどきあまりにも恒常
的な、あまりにも完全な相互の親密さを防ぐた
めに、それ自身のために発揮される機能である。
自分の魂のすぺての隅において他人の眼のもと
で生きること、自分だけたった一人で処理でき
るものは何もない、したがって、他人から知ら
れないものは何もないと独り言を言わなければ
ならないこと、それは依存関係と耐えがたい人
格解体の状態をつくり出す性質のものであろ
う。自分たちの振理にもとづく役割を盾にとっ
て、子どもだちにたいして全面的な正直を要求
する母親たちは、子どもたちを不完全な、反抗
的なあるいは陰険な個人にする。好奇心があま
りにもつよい恋人たちは、自分たちを犠牲にし
て、秘密を爆発させる危険がある。
しかしながら、もっともよく守られた秘密も
すべての人に隠されることはできない。それが
親密なAlterに打明けられるだけでは十分では.... 
ない。Alterは他者たちのなかに、打明け話の聞
き手の役割を実際に引きうける誰かを求める。． 
この仲介によって、自己は、秘密への加担によっ
て自分自身に縛りつけることができるが、同時
にその加担が自分を依存させることになるよう
な或る者を求めるのである。自色は他人を併合
することによって拡大されるが、同時に、自分
自身の或るものを疎外する。周囲の事情や個々
のケースに応じてさまざまに配合されたこれら
の交錯は、自已の組成と行動とにつよく反作用
する。それらはまた周囲の人たちにも作用する。． 
仲間の秘密となって、仲間の各人が自分の自己
をすぺての他者たちの自己に拡がっていると感
ずるような連帯性をつくり出すことのできる秘
密がある。それは、小児のその感情的環境への
最初の同一化への、より高い段階での、回帰で
ある。未分の混乱のかわりに、いまや諸個人の
相互理解と全員の全体への融即とがあり、各人
は自分が自らに割当てた、あるいは自分に運命
づけられている役割にしたがうのである。
この種の関係が可能になりはじめる年令は、
サンクレチズム
家族的癒合と自己本位との時期につづく年令で
ある。同時的かつ相補的に、これら二つの側面
は、子どもにあっては、相剋の原因をなさない
わけではなかった。彼の自己は自分自身だけに
属そうと欲するだろうが、家族のコンステレー
ションのなかでの彼の不動の位置が彼のうえに
不可避的な隷属をのしかからせる。彼をこの矛．． 
盾から引き出すのは他者たちすなわち、彼と前
もって関係のない人たちの発見である。彼らと
彼とのあいだには、彼らたちの共同活動の目的
にしたがって、さまざまな関係がうち立てられ
ることができる。それは一つの解放である。し
かし、その解放は依存関係の諸形態を存続させ
ないわけではなく、孵化させないわけでもなく、
この依存関係の諸形態は、こんどは、年令から
年令へと、子どもの、つぎには大人の関心や環
境につれて変ることもできるだろう。
佃奢は必らずしも内的Alterでもなければ、
それの或る個人への固定でもない。それは自己
が同一化しあるいは対立する一つの集団である
こともある。主体の集団的諸活動への参加が大
きくなればなるほど、彼の他者との関係はます
ます匿名的に、あるいはますますカテゴリー的
になる傾向がある。子どもがおこなう自分自身
と他人との比較は、まだ遊びや学校という限ら
れた集団を越えない。大人のおこなう比較は
もっと広範な、とりわけもっと特定の諸集団に
関係する。自己自身を認識するためには他人に
よって測られることが必要であるということを
確認しつつ、シェリフは《Ego-references》のう
ちに、職業的、文化的あるいは政治的な集団を
指摘している。それゆえ、感性が外因的に含む
と見えるものの自己の外での抑圧にもとづく
Alterと社会的自已とのあいだの連鎖は連続的． 
である。しかし、Alterは他者にたいしていかな
プリオリテ アンビアンス
る先位をももたない。それはそれ自体環境の産
物にすぎず、自己とその周囲の実在的諸存在と
のあいだの仲立として役立つ。しかしながら、
いくつかの事情が境界を多かれ少なかれ移動さ
せ、消失させることがある。. . 
自己と他者との均衡は画ー的でも恒常的でも
ない。両者の相互的ダイナミズムは変りうる。
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あるときは、両者は同等の力のものと見えるこ． 
とがあるし (M=A)、あるときは、自己が他者
に優越し (M>A)、反対にあるときには、佃奢． 
が優越する (M<A)。自己と他者との同等性は
また、高いレペルでも低いレベルでもうち立て
られることができる (M+A十またはM-
ペルソネル
A-）。或る場合には、個人的動機と愛他主義的
反論とがはげしく、討論は熱烈であるが、しか
し、有効かつ迅速なイエスまたはノーによる決
定。第二の場合においては、すぺてが活気がな
く、だらだらして、効果がない。同等の場合は
また、対抗、張り合い、競争の追求あるいは回
避をひきおこすこともある。〔自己と他者とが〕
同等でないことは、その基本的形態のもとでは、
自己が他者の抑制を知らないときには、衝動性． 
によって、自己が他者によって支配されている
ならば、禁止によって表現される。しかし、結
果はもっと複雑で、もっとニュアンスに富み、
あるいはもっと曖昧ですらありうる。溢れ出る． 
諸々の自己と身を退いた他の自己とがある。前
者は、他人にかんして、自分たち自身に立ち戻
ることを止めない。それは求心的形態である。
あるいは反対に、諸々の自己は他人に対して自
分たちの所見、忠告、干渉、世話好きな性質を
吐露する。後者は、自分たち自身を信用せず、
いつでも、過失を犯し、うわべにだまされ、他
人の是認を求め、卑下し、不承不承にあるいは
誤りの感情をもってすら引き回されようとして
いる。しかし諸々の矛盾は例外的ではない。根
本的優越にたいして、逆方向の副次的なものが
生じることもある。これら混合的あるいは対照． 
的な態度の一例は、自己の高揚と自閉状態とが
結合している傲慢である。それぞれの個別的な
ケースにおいて、何が本質的優越であるか、何
が反作用的なものであるかを決定することが重
要である。ときとして反作用的なものが本質的
なものをおおいかくして、状況的分析が必要に
なる。 ． 
しかし、自己と他者とのあいだの強度の諸関
係は、行動におよぽされる唯一の影響ではない。
両者のあいだになされてきた分離は不動のもの
ではない。両者の限界は変化を免れないし、不
意に変化しさえする。最初の未分化状態、個人
を越え、個人に無縁なものへの個人の融即また
は同一化は、決定的に過ぎ去ったものとして、
種または個人の過去のなかに追いやってはなら
ない。顔の表情で意を現わすこと (mimique
physionomique)は、場合によって、すべての年
令のものである。それが存立するのは感情的段
階ではなく、また、自分自身の顔と他人の顔と
のあいだの融合の幻想をもつのは、強迫観念に
とりつかれた人たちだけではない。同じ感情は
熱烈に愛されている人の前に現われることもあ
る。神秘的合ーも等しくこれらの官能的側面を
とることがあるし、魔術はしばしば、もっとも
古くもっとも広く流布したフォークロアに属し
ているこれらの変化をおこなうと称した。これ
らの信念は、人が自分自身についてつくったイ
メージと無関係であっただろうか。． 
未分化状態とちがって、融即は自己と他者と
が連結を解かれることを前提とするが、自己が
. . エクジスタンス
まだ自分の感性を他者の存在のなかにまき込ま
れたものとして感じないほどに〔連結を解かれ
ているの〕ではない。そこから、二重の中心を
もったこの意識における、内的なしかし鋭い相
剋の可能性が生ずる。融即は子どもの進化の或
る年令に属するが、もっぱらその年令だけに属
するわけではない。それは全生涯にわたって出
会うことのできる感情、行動の条件である。た
とえば、スタンダールがそれは「受苦的共感」
であると語った嫉妬。嫉妬は、それが他者の想
定された享楽を生き生きと感ずれば感ずるほ
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ど、受苦的共感である。もっとも、この他者は
競争相手でも〔恋愛の〕相手でもありうる。他
者の想定された享楽は、彼には自分自身の肉体
に現前しているように見え、彼はそれらの享楽
をときとして一種のはげしい暗い渇望をもって
生きる。しかし、彼が苦しむのは、それらの享. 
楽が、彼のなかでは、他者にとって現実とみな
されるもののたんなる反響だからである。ここ
では、分割は人たちのあいだでおこなわれた。
分割は感情的共同体を存続させてきた。それは
また人たちを分割させないこともある。こうし
て、一見かなり異常な諸事実、たとえばレヴィ＝
プリュールによって引用されたいくつかの社会
組織における事実、一そこでは時と所の相違
エクジスタンス
がどうあろうと、諸個人力屯1互に存在に融即す
るように見える―が説明されるであろう。諸
個人は、いつも彼らのなかに生きている祖先た
ちの仲介とトーテムの仲介とによって、いわば
実体的に統一されている。これらの信念のなか
には、われわれと同一のカテゴリーのなかに本
質的なものをおかないという以外の非論理性は
ない。時間と空間の区別は、二次的とみなされ
ェクジスタンス
ているし、存在の多様性をも相互個体的不可入
性をも含んではいない。. 
自己の変動においては、きわめて広範な役割
が同一化に与えられる。そこでは、きわめて一
般的な、しかしきわめて異なったレペルと、求
心的および遠心的という二つの逆の方向とをさ
え帯びた一つの事実が問題なのである。同一化
は、まさにそれが方向づけられているから、未
分化状態と異なっており、依存ではなくて同化
であるから、融即と異なっているのである。. 
あるときは、自己は、ときとしては彼があえ
て自分自身には認めない自分の特徴を、他人に
投影する。ヴェルニッケは、彼に診てもらいに
来た患者たちがしばしば、彼らに付添ってきた
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人を患者として、彼ら自身をその人の付添いと
して紹介した、と指摘したことがあった。それ
は彼が「推移状態」 (transitivisme)と呼んでき
たものである。この傾向は、正常な諸個人にさ
えきわめてたぴたぴ現われるので、大いに間違
いを犯す危険なしに、他人に向けられた判断を
その当人に適用することがあるほどである。わ
れわれ自身の欠点の肖像、われわれはそれをわ
れわれ自身の外に求める。
あるときには反対に、自己は、自らいわば他
の人物になることによって、見知らぬ人または
対象にこそ具現しようと努める。問題なのは一
つの真の交換、一つの改変である。シェリフと
キャントリルは、この同一化が、あたかも、あ
まりにもそれ自身である原型と、借りられた諸
ペルソネル
特徴が個人的諸特徴と共存しているはずの多か
れ少なかれ雑種のコピーとのあいだに相剋があ
るかのように、モデルの現前によって妨げられ
るということに注目している。そのため、イメー
ジはしばしば対象そのものよりも同一化にいっ
そう好都合であり、芝居よりも映画において
いっそう容易である。
同一化の対象はきわめて多様でありうる。そ
れは人に限られない。それは一つの動物でもあ
りうる。それは現代ではいっそう稀になって、
もはや遊戯的性格しかもっていない。その幻想
は子どもたちにとっては恐ろしいものではある
けれども。しかし、魔法の時代には、確信はき
わめて深かったので、火刑の脅威でさえ、魔法
使いにそれを断念させることができなかった
し、古代においては、デュオニソスの祭は、動
物世界から着想を得た模擬や有頂点にみちてい
た。
同一化の対象はまた生命のない物でもありう
る。フィンポガソンは、単純な物にたいするわ
れわれの態度、あるいはむしろわれわれの姿勢
的想像による摸倣がありうると主張した。テー
ヌは、その老年期に、植物的頑丈さにおいて穏
やかさにみちた古い木の観想にふけるのを好ん
だ、と報告されている。もう一つの例は、牡牛
がおどりかかった瞬間に、敢然とそれを待ち受
けるために、伸ばした自分の腕のさきの赤いぽ
ろ切れのように、動かない枝の端に木の葉がぷ
らさがっているのを想像したという闘牛士のあ
の打明け話である。
対象はまた集団的でもありうる。その同じ闘
牛士は、或る日、臆病の身振をして、そのため
に口笛を吹いたが、闘技場に戻るとたいへんな
無鉄砲さを示した。なぜなら、「最初のときは、
私はたった一人であったが、つぎには、まるで
全人民が私のなかにいたかのようであった」か
らだ、と彼は説明した。最高の犠牲のときに、. 
殉教者たちの自己は、彼らの理想と闘争との仲
間たちの全員一致を自分が代表しているように
感じるにちがいないし、彼らはまた後世にも永
遠の伴侶にも呼びかける。． 
作り話そのものも自己の変貌をもたらすこと
がある。この場合の典型はドン・キホーテであ
る。そこから、この物語が残す痛ましい印象が
出てくる。美しくないマリングルは、隠退して
単純な生活を送りつつ、騎士物語を読み、それ
ら小説の主人公たちの武勲に倣って、うんざり． 
する自分の自已を捨てることからはじめる。つ
いで、彼は自らもっと完全に自分自身から自分
ふ葬笙‘ス自分の周囲の人たちを否定しようと
欲した。彼は風車を、腕くらべをすることので
きる戦士たちに変えた。彼は自分の現実の自己
をたんなる外観にしてしまい、対照的に自分が
つくった「ソキウス」と自分を同一化するため
に、おどろくべき意志の努力を発揮した。しか． 
し、彼の自己はその「ソキウス」を追求したが、
彼力咆§うメタモルフォーゼを受け入れようとし
たことのなかった人ぴとの棒の一撃を喰らった
とき、彼は正気にもどらなければならなかった。
最後に、力尽きて、彼は遂に自分の真の自己の
なかに自分を認めなければならなかった。彼が、
人間性と高貴さとをもって直面する彼の死の
迫った時間をもとに戻すことを諦めるのは、彼
の自己である。もしドン・キホーテがときとし
て疎外を危う＜免れるように見えるとしても、
それは自発的な、ほとんど意識的な疎外である。
彼は虚構の自己のなかに自分を疎外し、そのな
かに、自分のみすぽらしい人格との対比によっ
て、その人格には具現されることのできない高
邁さと偉大さとを凝結させた。それは、ここで
はAlterを自己に代えることである。
こうして、自己とその不可分な補完物、他者
どは、要素的感性をもった人を、個体的あるい
は集団的意識のきわめて多様な、ときとしてき
わめて広大な地平につれてゆく。はじめ、それ
は器官的あるいは運動的反映の生理的、条件的
な刺激が混じりあっている混乱した体感であ
る。つぎに、子どもとその周囲の人たちとの諸
関係が、運動感覚的およぴ視覚的所与力啜i合さ
ミミック
れている表現的物まねの仲介によって、主観的
ベルゾネル
なものと客観的なもの、個人的なものと外部の
ものとの区別の下準備をする。そのとき、籍薔
が来る。言葉は、定義によって、誰かに話しか
エトランジェ
け、外部の対話者がいないと、自分自身に話し
かける、と言うことができよう。そこから、小
児の対話的独語が出て来る。こうして、自己と
他者との分離が準備される。この分離が生ずる
と、それが、はじめは他人から起るものにたい
する純粋に絶対的な内容のない反対によって表
現される自己本位の危機をひきおこす。自已と
他者とは同時に構成される。他者の最初の形態
はカップルの第二の項であることであって、そ
のカップルの第二の項をつうじて、意識のなか
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に、相互間で異なっており、相互に独立である
という基本的区別が導入され、その第二の項
エクジスクンス
の存在はもはや主体によってつぎつぎと体験さ
れる状況とは混同されない。このカップルは、
純粋状態では、いわばカテゴリーの価値をもち、
それの継起的内容は人の成長と歴史とに応ずる
であろう。
カップルの最初の拡張の一つは、内的対話者． 
の、すなわち他者の背後に不定数の可能的対話
者を増加させることによって自分を客観化させ． 
ることであり、当然の結果として、自己に自ら． 
を他者の数に入れさせることである。言語の代． 
名詞的区別が、自已の、他者たちのなかに位置
を占めている個体の状態へのこの推進を助け
ペルソンヌ
る。しかし、自己はそれ自身、人格の進化によっ
て可能となった進歩の反映である。したがって、． 
自己と他者とは概念の役割を演ずることができ
るであろうが、しかしながら、融即と同一化と
いう彼らの関係のより感情的な諸様相がなく
なってしまうわけではない。まこと、融即と同
ー化との役割は信念と文明とのいくつかの組織
において第一級のものであった。
?
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